ノ 22 
ダイ 


の の CO70272070720772 0727 の 


一 目次 一 
1 . 間 題 概観 ZZ と を 

2. 名 調 構文 の スィ ンタ クス 上 の 問題 4 が の 

3. 複合 語 gcd7g0770- の 解釈 み ぁ 。 の / ダ ん を の の の と 
4. 結論 た を 6 ッ グン た 

5. 付録 ・ 現 代 語 諾 訳 一 覧 ん る 2 

一 注 の 内 容 抜粋 一 イル テル 4 の の ーー 2 の み ZZ の レイ ルル, 

注 2 gdesg- 

注 5 好 - 夏 の の 

注 6 4 
注 8 Philosophen-Kompositum" 


注 上 
注 克 


7%0/7g07 に 於 ける 二 次 的 娘 - の 起源 
790/ 罰 07 と 好 凶 07 | より か か る (7? ) 


マツ ん の み 


ア @ ァ る Z み グ どの 2 どの 形 zen2 の と の 7 し 2 


ん Z/ ア と <《 チ ノル な 


ク の の 2h タ 2 と 


2 た 2 


の y の の アァ フ 7 りみ or 7 ら gzZ4 ダ ん ブダ ラグ グ の の 
2 5 


4 ルル の の 7 オタ ー474z / ら ) 7729 
, ムイ ケガ ガ アク の を ぐ 。 me の . ら アグ ダク 
ッ , ん 2 ケー プ @, 一 錠 あの 2/ ス 4 


メー ず 。 の, ググ ダグ 


( 多 の ゲハ どの と 7 の を ん 2 クタ イプ, プ グ ダ 9 


クン と 外 2 の レニ プク レプ グ 9 


交 / 7% ず を と の の を 


と の し と zz の を 0 を の みあ 


か 之 グン グ の を プア の る Z タッ 、 4 クッ る の と 


1。 


Upanisad 文献 に 名 高い Uddalaka Aruni の 教 説 (Chandogya-Upanisad VI) 中 に 現 


れる 2qcyg が 9 076270 0 が eyo ( 2 ヶ所 合計 7 回 ) の 解釈 を めぐ っ て は , 古く 


ゝ ら 諸 説 が あっ た 。 
Uddalaka Aruni は 廊 物 を いわ 


内 る 0 お よび そ 人 3 要素 ( 熱 刀 gs, 
彼 の 視点 の 何 如 な る も の か を た と え 


菩 77777 潤 ぶり ///97729.7277 且 //2427727772/7 有 47// 


学 の 具体 的 内 容 に 立 人 る に 先立ち , 
oe Svetaketu に 示す (WM 1.1 一 7) 


帰す る が , 
(に よら 


EN 
質 料 因 か ら 捕 え , その 本 質 を 唯一 の (根源 的 ) 実体 


水 gs, 食物 zzzg ) の 構成 に 


707747007074 777072 人 0 SWG の 09C077 が 40027 70770 66 が 7772e7 の 600 SG7 6 ん 


ば , 我 が 子 よ , 


0c7 の が 06227 07 の 7O 6697ey の 9o 1 土 ]」 と いう の だ けが 
爪 き り : 鉄 (MI 1.6), 


鋼 の 飾り 玉 : 銅 (VI 1.5), 


ー つ の 土 団子 に よっ て 全て の 土 製 の も の が 認識 され た こと に な ろう 。「 


同様 
に も 火 ・ 太 陽 ・ 月 


真理 な の だ 」 (WV 1,4)。 
更に 本 論 


66 


- ヾ や 


る 
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桶 奏 を 例 と し て ヵ cd70 が 2 076270 06097 が ey が が の 表現 が 用 いら れる が , そこ で は こ 
れ に 続い て 77 玉 227 の eog sg | 三 つ の 形 ( 替 ・ 水 ・ 食 物 ) だ けが 真理 な の だ | 
(WI 4,1 一 4 ) と 結ば れ て いる 。 

1.2. この 文 の 主旨 は 例え ば 電 ・ 皿 ・ 刀 と いっ た 個々 の も の は 実は 土 が 形 を 変え た 
物 に すぎ な い , と いう の で ある か ら , 極 く 自然 な 訳 と し て は , 第 一 に , 「 鍵 異 は [ 唯 ] 
言語 に よる 把握 (一 語 仁 上 の 臣 別 ) な り 。 即ち 名 租 な り 』( 辻 , ヴェ ー ダ と ウパ ニ 
ン ャ ッ ド , 1953, p.219, p.221) ある い は “Die Umgestaltung (dh. z.B. ein irdener 
Topf) ist ein (sekundares ) "Be-greifen'mit der Sprache, eine Namensgebung” (HAMM, 
WZKSO 12/13, 1968, p.150 ) が 考え られ る 。 こ の 際 , 2gcgygz05gzo 久 と いう 単語 の 意味 
の 解釈 は ひと まず 置く と する 。 主語 が wizzzg- で ある こと は 特異 な 見 解 を 提出 し た vAN 
BUITENEN も 基本 的 に は 芝 っ て いな い : In the first sentence of our phrase 7 が must 
be the logical subject (II 2, 1958, p.301, cf.p.295 注 4)。 刀 婦 w- が 「 変 容 ・ 変 様 する 
こと , させ る こと , 変容 ・ 変 様 し た も の | (Umgestaltung。 Umwandlung, 
Veranderung) を 意味 し , 今 の 文脈 で は 結果 と し て 個々 の 物 を 指す こと は 改め て 用 例 を 
引く まで も な い 。 た だ し , YAN BurTENEN は 一 名 詞 構 文 の 主語 は 文末 に 来る と いう 考 
え を 前 提 と し て いる の で あろ う 一 - 文 を zo の 後ろ で 区 切り , 62 が eyoe … 7 か eo 
sg を ー つ の 文 ( 彼 に と っ て は phrase) と 解釈 する 。 他 に は B6HTLiNck。 岩本 の 訳 が 
この 様 に 文 を 区 切る 。 し か し , ze が eyg で 新しい 文 が 始ま る と し た 場合 。「 土 / 鋼 / 
鉄 と いう dd が ey6- こ そ 真 実 な の で ある 」 等 の 調 と な る が , zeeyg- は も と も と 
das Namen-Geben, das Namen-Bestimmen | 名 付け | "更に 普通 | 名 , 名 称 | の 意味 で 
用 いら れ (cf. Altindische Grammatik HH-2 p.827). も の の 背後 に ある 質 料 と し て 考え ら 
れ て いる 土 ・ 鋼 ・ 鉄 。 な いし 三 構成 要素 / 妨 2 妨 が 27 ( 三 / の os, の の, の 2 の 97) の こと を 言 
う よ り も 「 土 団子 」 ・「 銅 の 飾り 玉 ] ・「 爪 きり |」」 な いし 「 火 | ・「 太 陽 」 等 々 と 
いっ た 個々 の 変 様 物 の 「 名 称 ] (cf. zz7gg- 「 名 称 と 形態 = 個 物 ]」 注 5 の 引用 人 
所 を も 参照 ) に こそ 相応 し い , と いう 間 題 が ある 。(ScHAygR, Zeitschrf.Buddhismus 3. 
1921, p.244 及び 同 4, 1922. p220 を も 参照 すべ し 。) 2gd0eygw… 全 sao が 韻 と いう 
語順 も 必ず し も 自然 と は 思わ れ な い 。 そ も そ も , 次 節 に 見 る 如く , 文 を gyo の 後ろ で 
区 切ら ね ば な ら な い 理 由 は 無い の で ある 。 「 


2.1. 上 述 の 如き 自然 と 思わ れる 訳 ( 辻 , HAww) を 離れ て 多様 な 解釈 を も た ら す に 


至っ た 主 な 原因 の 一 つ は ?gcgzg0ozo 以下 の 三 つ の 名 詞 の 語順 に つき , スィ ンタ ク 


ス 上 の 関係 が 明らか で な か っ た か ら で あ る 。HAMM は P.50 注 8 に gg が 主語 . 


24272427774//277777 基 77757772 計 77777777777 7477// ' 143 


7 の c979700727070 と 207 が ey の は 述語 名 詞 と の み 断 言 し , 説明 を 加え て いな い 。 ま た , 

この 様 な 単純 で な い 名 詞 構 文 に つい て は , スィ ンタ クス に 関す る これ まで の 庄 研 究 も 
扱っ て いな いよ う で ある 。 しかし, HAww の 断定 に 根拠 の ある こと は 同じ 章 の ChU W 
8 , 4 sg747422 so が ye7467 sg7 の 0 が の 7 sg99797276 sg の 7277s5 妨 2 に より 名 有 上 か つ 十 分 に 


支持 され る 。 即ち, この 文 は 「 こ れ ら 全て の 生類 は 。 わが 子 よ , 有 を 根 と し , 有 を 拠点 


と し , 有 を 本 居 の 場 と し て いる の で ある | と し か 解せ な い 。 2 sg7o, が の 9 が が 主語 , 
先頭 の sez272 が 述語 , 更に 文末 の sg22yef26 及び sg め 7o2s 太 6 が そ NM 
格 と し て 補足 説明 ・ 限 定 を な す 。 即ち , Vokativ ( 他 に 多く 例 が ある よう に , 文 の 二 


目 に 置か れ て いる ) を 除い て , 述語 一 主語 一 同格 述 語 (同格 述語 ) と いう 曽 順 は 林 


RPM 間に合わ な い 場合 こそ 文中 の いずれ か の 要素 が 特に 強調 され た 特 和 
ルル さん ざさ み を 2 アア 2 の と 


語順 で あ る 判断 さ の ra ィ ダ の ゞ て と 2 の の ば 4 だ JA を 4 を ん て アイ メア アン ン 2 7 
2. 2. も し , ogcg7o07o207 が が 0 が eyo を 修飾 する 形容 詞 で ある と 考え る な ら ば 


(MAX MOLLER, RADHAKRISHNAN, 辻 1959, MEHLic ), vgcg7g0 が gg は | こと ば を 拠り 


所 と する , こと ば に 依存 する | を 意味 する Bahuvrihi で あり , か つ , 補修 飾 語 


(gd が ey ) の 直前 で は な く 文 頭 に 置か れ て いる こと か ら , 特に 強調 され た も の と 解 
釈 さ れる 。 (この, 形容 詞 が 文頭 に 被 修飾 語 と 離れ て 置か れる 語順 に つい て , 今 相応 し 
い 例 を 挙げ 得 な い が , IckLER, Untersuchungen zur Wortstellung und Syntax der Chan- 
dogyopanisad, 1973, p.98 付 近 参 照 。。 この 場合 , こ と ば に 依存 し な い 名 と いう の が 考え 
剛 い 以上 , 何故 絹 調 され た の か が 疑問 と な ろう 。 しかし, 結局 問題 は ygza7g0oo 
の 語 の 解釈 と 関わ っ て くる 。 


3.1. ozgcd7g が 62690 を めぐ で っ て は , 比較 的 最近 で は 次 の 二 学 者 の 間 に 論 文 の 応酬 が 
あっ た : VAN BUITENEN, Indian Linguistics 16 三 Chatterji Jubilee Volume (1955) p.157 一 
162, II 2 (1958) p.295 一 305: KurPER, I 1 (1957 ) p.155 一 159, II 2 (1958) p.306 一 310。 
その 余 の 研究 文献 に つい て は KurPgR, II 1 p.156 注 5 一 6 及び DEBRUNNER。 Altindische 
Grammatik I-1, Nachtrage p.72 (: 249, 41) に 詳し い 。 

この 語 が 複合 語 で ある こと は 最早 自明 と し て よい で あろ う (cf. KUpgR, 町 2 p. 306f. 
箕 論 は 例え ば ScHAYgR, Zeitschr.f.Buddhismus 3, 1921, p.244 注 2 )。 間 題 は (1) zzg が 格 
形 (instrumental) か , 二 次 的 な 諸 琴 形 か , (2) gg- が |「 捕 まえ る こと | (ある い は 
それ か ら 泊 生 する | 始め ], | 従事 ・ 活 動 ] な ど ) か , |「 換 り 所 ] か , の 互 に 関連 し た 二 
品 に 要約 され る 。 互 に 関連 する と いう の は , 例え ば KurpER が ogcg を Prakrit 形 に 基く 
次 的 語幹 と 主張 する 背景 に は , 彼 が 始め か ら %gD52zog- の 意味 を 


9 


8/ 


144 イン ド 思 想 史 研究 6 


| つか まえ る 」 と は 別 起 源 の 「 拠 り 所 ] で ある と 決め て いた と いう 事情 が ある (cf 
“This possibility ['beginning 乃至 'a hold'〕 1 have overlooked in my former paper” 
2 p.309)。「 こ と ば に よる (jnstr.) 拠 り 所 ] と いう の は そもそも 考え が た く , gw02g- 
が | 拠り 所 | を 意味 する と 仮定 する な ら ば , 「 こ と ば に 依存 する 」 と いう Bahuvrihi か 
(cf. 2.2), 「 こ と ば の 拠り 所 (こと ば が 依拠 する と ころ )] (HERTEr の 訳 参 照 ) 乃至 
「 こ と ば へ の 依存 (OLDENBERc. GELDNER : 但し goo- に 人 | お 0 う 
意味 で の 実例 は 他 に 無い と 思わ れる ) と 理解 せ ざ る を えな い 。「 こ と ば に よっ て 捕まえ 
る こと ・ 言 語 に よる 把握 ] (ScHAYER, OERTEL, 辻 [ヴェ ー ダ と ウパ ニシ ャ ッ ド , 1953], 
DEBRUNNER, THTEME, 富 本 , HAMM, 服部 ) と 解釈 する 場合 に は (1) に 挙げ た 二 つ の 選択 
肢 は 理論 的 に は どちら も 可能 で ある 。 ogcg が 語幹 で あれ ば 「 こ と ば を 捕まえ る こと ・ 
使う こと ] (cf. vAN BurTENEN “taking hold of vac"”) と いう 解釈 も 成り 立ち 得る 。 
3.2. ogc@7g が gg0- が | こと ば に よる 把握 j で あり , zgcg が Instrumental で ある と い 
う 見 解 は OERTEL, Zu den RSSNSWSN2M696 in der vedischen Prosa II (SbBAW 1938-6) 
p.8 注 2 に は っ きり と 述べ られ る 。 _Rgveda X125.8 は , すでに 指摘 され て いる ご と く 
(COOMARASWAMY HAS 1, 1936, p.61 注 38 [KUrPgR, I 1 p.159 注 18 に よる ], DEBRUN. 
NER, AiG 上 -2, Nachtrage p.72),「 こ と ば に よっ て も の を 捕え る | と いう 表現 形式 が 実際 
に 古く か ら あ っ た こと を 証左 する : 

7 e06 の 0072 7 の 6 7 の 7972/ ツ 

7477//777//772777//7747/777777/2 太 77// 

「 我 ( 三 Vac-) こそ は 風 の 如 くに 吹き 進む 

全て の 諸 世 界 を 捕え つつ 」。 
て そして, より 具体 的 に は , OgRTgr loc. cit. の 引用 する Satapatha-Brahmana XH 2, 4, 1 
(ygc6 /y 97607g27e 76yo7 60g%g | 人 々 が 何 に せよ も の を 捕え る の は , こと ば に 
_- よ っ て 捕え る の だ か ら 」。OEgRTgL の 引用 は や や 不正 確 ), Pamcavimsa-Brahmana TV 3 , 3 
お よび Gopatha-Brahmana 1 5 , 4 に よっ て 支持 され る 。 
3. 3 複合 語 の 前 前 肢 に 語幹 gc- で は な く < (その 場合 Sandhi に よっ て 0g0 が 0 が 0- 
が 期待 され る ), Instrumental ygcg が 用 いら れる の は 文法 的 に 必ず し る 第 一 に 求め られ 
る 形 で は な いか も 知れ な い 。 し か し , 十 分 考え られ る 可 E 性 は | 拠り 所 」 (RV 一 Br.) で 
は な く | 把握 それ も 「 こ と ば を つか まえ る こと | で は な く 「 こ と ば に よっ て 【 も の 
を ] つか まえ る こと | と いう 意味 を は っ きり させ る 為 に は Instrumental が 好ま し か っ た 
と いう こと で ある 。 そ れ で な く と も 哲学 者 が 表現 の 厳 審 を 期す る 為 に , 必ず し も 文法 的 
に , ある い は 語法 的 に 一 般 に 通用 し て いな い 形 を 強い て 用 いる こと , それ も , 人 工 的 な 
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複合 語 を 創出 し て 用 いる こと は , 古今 東西 を 通じ て 多く 見 受け られ る 。 成 程 KopgR が 
Epik, Purana, 後期 の Sanskrit の , 特に 複合 語 の 前 股 に , 稀 か つ 変 則 的 ( に 現れ る ygcg の 
例 を 挙げ て 主張 する 如く , 一 種 の Prakrit 形 を 基 に (Prakrit で の 子音 語幹 の 衰退 に 伴い , 
女性 名 詞 で は ヵ -., 7- 語幹 へ の 移行 が み ら れ る 。 Cf. PrscHEL S 413: 例え ば pali vgc@-), 
pgc- (pgg ) の か わり に 二 次 的 語幹 ggca- が 用 いら れ た と いう 可能 性 が 無い と は 立証 で 
き な い で あろ う 。 Chandogya-Upanisad に は 他 に も 日 常 言語 か ら の 影響 が 見 られ る こと , 
既に 度々 指摘 きれ て いる 通り で ある (KurpER, 1p.156 注 4, IU 2p.308f. の 共 げ る 文 
献 参 照 。 し か し , この 件 に 関し て 示唆 に 富む の は むし ろ KuipgR (IT 2 p.307 ) が 単に 孤 
立 し た 例 と し て 片付け る ヵ gc6-sezge- | こと ば に よっ て 盗む 人 , こと ば に よる 淫 棒 」 RV 
X 87.15 で ある 様 に 思わ れる (AiG HI -1 p.249, OERTEL op. cit. 参照 )。 こ の 一 種 比内 的 
表現 を GELDNER は “der mit Worten dasselbe tut, was der Dieb mit der Hand, der durch 
Zauberworte andere um ihr Pigentum bringt (盗人 が 手 を 用 いて する こと を 言葉 を 用 い 
て する 者 , 呪文 に に よっ て 他人 か ら 財 産 を 潮 う 者 ) と 説明 する 。*az-sjgzg- で あれ ば | こ 
と ば を 盗む 泥 権 」 が 先ず 理解 され る で あろ うか ら Instrumental vgc@ を 前 肢 に 用 いて 意 
味 の 限定 ・ 明 瞭 化 を 図っ た と 考え れ ば , この 諸 も 格 形 を 前 股 と する 複合 語 と 誰 め ら れる 
で あろ う 。 同様 の 説明 は 一 この 有 段 落 の 始め に 触れ た 如く 一 ogc@7g70226- に も まさ し 
< く 当て は まる 。 そ の 様 な 格 形 を 前 股 と する 複合 語 に つい て は cf. AiGH-1 p.246 一 250 ・ 
S99 [Tatpurusa], 更に , p.277f. : S109a [Bahuvrihi] : 今 問題 の 二 語 に 限ら ちず, これ ら 
の 語 の いく つか に は , 格 形 の 前 肢 を も つ Yverbale Rektionskomposita LTyp が 42d-076- 
・ AiG -1 p.201 一 213] へ の 模 條 が 背景 に あっ た と も 考え られ る 。KurPgR の 共 げ る 例 か 
ら 推 祭 され る よう に , ogc- が - 音 語 幹 で ある こと か ら 来 る Sandhi 上 の 不 自由 き が ocg 
を 採用 する こと に よっ て 避け られ る , と いう こと も いく ら か 与 っ て いる か も し れ な い が , 
直接 的 な 理由 と は 思わ れ な い 。 結論 と し て , Kurpgk の Prakrit 影 響 説 は 一 20 が 020- 
が 「 拠 り 所 ] し か 意味 し 得 な いと いう の で な い 限 り 一 辻 硝 と 言わ さる を 得 な い 。 
3.4。 言う まで も な く , ggzg- は 7g05 | つか まえ る 」 (意味 発展 に より , 更に 
2 ・ | 始める | 等 も ) の 派生 語 と し て | つか まえ る こと 」 を 意味 し 得る 。 
ー 次 的 な -- は Kausativ 及び 名 詞 派 生 語 等 の Vollstufe に お いて Yajurveda 散文 以来 
規則 的 に 見 られ る : 例え ば gw054- | 獲得 」 MS Br. 7 の 70.00- | 始め | AB KB PB, 
等 々 。Rgveda 以 来 Brahmana に 至る まで 在 証 さ れ る 7 の が 0926-。 972-07Q7000706- 
が KurpER,。 1 1 p.155 一 159 の 主張 する 如く “point of support と し て | つか まえ 
る | と は 異な る 徐 根 zz | より か か る 」 か ら 出 目 し , | つかまえる] > | つかま る] 


の 5 と 


が 。 


/ の 
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1) 


の 如き 意味 展開 に よら な いと し た と ころ で , , gz-g0% 「 つ か えま える | の 派生 語 と し 
て の の egz6- に | つか まえ る こと | が (少なくとも Chandogya-Upanisad の 時 代 に ) 
排除 さき れる こと は 有り 得 な い 。 


4。 結語 ・ 0dcd7740272 の 0 07 を 70 067 が eyg は 「 変 様 / 変 容 ( 物 ) は こと ば に よる 
捕捉 / 把 握 で あり , 名 付け で ある 」 と 解釈 する の が 交 当 と 思わ れる ( 辻 1953 及 び HAMM 
の 訳 が これ に あたる : 次 項 付録 の 4.A の 組合 せ 。ScHAyER も 同様 の 見 解 を と る が , gcg. 
7% が 0 を 一 語 と 解す る )。 以 下 に 手元 に 調べ られ る 限り の 諸 現 代 語 訳 を 列挙 し て 結 
(の 3e 6 


5。 付録 : 現代 語 諸 訳 一 覧 

左端 コラ ム の 表示 [ 一品 の 説明 : A : ヵ 9c97g7 が 0 を | こと ば に よる 捕 
提 ] (Substantiv) と と る 

1 : 婦 婦 o で 文 ( 句 ) を 区 切る B : -2g が 0 が 6z6- を | 拠り 所 | と と り , 

2 : 三 語 を 全て 述語 名 詞 と と る の dc97707026- を Substantiv と と る 

3 ・2o の eyg を 主語 と と る B': 同じ < く Adjektiv と と る 

4 :7&27o を 主語 と と る C: その 他 の 意味 で Substantiv と と る 


C' : その 他 の 意味 で Adjektir と と る 


書名 の 後に 【・MORGENROTH] と ある の は , Wolfgang MORGENRoTH, Chandogya-Upanisad. 
Versuch einer kritischen Ausgabe mit einer Ubersetzung und einer Ubersicht nber ihre 


Lehren. Dissertation Jena 1958, p.515 に 基づく 引用 で ある こと を 示す 。 


4C' MAX MOLrER (1899) SBE192f、95f 
the difference に only a name, arising from speech 
1.C BOHTLINGK (1889 ) Kandogjopanishad 61f., 63 
Eine Umwandlung (FuBnote : Di. ein besonderes Wort far ein Produkt 
desselben.) ist eine Wortklauberei. Lehm(etc.)ist der Name in Wirklichkeit 
4.C WINTERNITZ (1909 ) Geschichte der indischen Literatur 1 214 
… die Verschiedenheit bloB im Worte liegt, bloB ein Name ist 
2-B OLDENBERG (1915 ) Die Lehre der Upanishaden 70 
es haftet am Wort, isSt eine Umwandlung, eine Benennung (cf Weltang 


下 auung 1919. 103 “Haften am Wort') 
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の 727772277/227722/7 葉 2722 胡 /772/77/7// ル スリ 72//】 147 


4.B/C HILLEBRANDT (1921) Aus Brahmanas und Upanishaden [。 MoRGENROTH ] 
die Umwandlung nur en Behelf im Ausdruck, ene Bezeichnung 
4-A ScHAYER (1922 ) Zeitschr. f. Buddhismus 4 219 一 221 (Rz. HILLEBRANDT ) 
[die] Umwandlung |ist eine] Ergreifung durch die Rede |, eine 
Bezeichnung] (推定 ) 
4.C TUxEN (1921/1922 ) De aeldste Upanishader [MORGENROTH 」 
「 Omformningen er en Sproglig Konstruktion, en Beneervne 
3-B HERTEL(1922) Die Weisheit der Upanischaden* [< MoORcENRoTH 
Der Name (der einzelnen ErzeugniSse )ist nur ein Anhalt fr die Sprache, eine 
Entstellung (des wahren Sachverhaltes ) 
人 KgITH (1925 ) The Religion and Philosophy of the Veda and Upanishads 530 
(可能 性 と し て ) a matter of words, a change, a simple name 
4.B GELDNER (1928) Vedismus und Brahmanismus 110 
Bin Sich-klammern an Wort ist die Umwandlung, ein bloBer Begriff. 
4.C SENART (1930) Chandogya-Upanisad [<MORGENROTH」 
les diverses modifications n en etant que distinction de nom et affaire de lan- 
gage et ny ayant qu une realite 
4-C HUMg (1936) The Thirteen 8 Upanishads” 240f, 242 
the modification isS merely a Verbal distinction, a name 
6 COOMARASWAMY (1936) 印 AS 1 (CARpANI NIA 2 163 よ り 引用 ) 
Modification is a matter of wording, a giving of names to things 
2-B PAPBESSO (1937 ) Chandogya-Upanisad 【・MoRGENRoOTH (一 部 修正 )」 
(tutto ci essendo) un appigliarsi alla parola una modificazione un nome 
4-B/B′ DEUssgN (1938) Sechzig Upanishad's des Veda:* 160ff. 
an Worte sich klammernd ist die Umwandlung, ein bloBer Name 
2-B CARPANI (1939) NIA 2 163 「 
(tutto essendo)una pura distinzione verbale (“un appigliarsi alla parola'), 
una modificaz1one, un nome 
RADHAKRISHNAN (1953 ) The Principal Upanisads 447 
the modification being only a name arising from Speech 
4.A ANN958 2 2 の 2 We み ド 2l9 221 
符 異 は 唯 ] 言語 に よる 把握 (= 語 某 上 の 区 別 ) な り 。 多 
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1468 


2- し 


1-C 


2- し 


4-B' 


3-C 


4-C 


2-A 


1-A 


4-A 


さ -A 


4-C 
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RUBEN (1955) Beginn der Philosophie in Indien 167, 171 
(namlich als) Schopfung durch die Rede, Umwandlung (des Tons etc.), 
Namengebung / (sein Name Feuer etc. ist nur) eine Schopfung der Rede (des 
Seienden ), eine Umwandlung (des Seienden ), eine Namengebung 

VAN BuiTEgNEN (1958) II 2 304 
(the Supreme's) creation is (his ) taking hold of vac 

MORGENROTH (1958) Dissertation Jena 318 usw. | 
(und das)eine Schepfung durch das Reden, eine Umwandlung, eine Namenge- 
bung 

辻 直 四郎 (1959) イン ド 集 67 
変 玩 は 言語 に 依存 する 名 称 な り 

EpcGERTON (1965) The Beginnings of Indian Philosophy 170, 172 
the appellation (of individual manifestations: of any particular product of 
earth ) is a verbal handle, a modification 【p.172 : (of the underlying reality ) ] 

ZAEHNER (1966) Hindu Scriptures 105f. 
its modifications are verbalizations, Lmere] names 

THrEME (1966) Upanischaden 44, 46 | 

[LehmkloB'′ist. etc.] eine Bezeichung (we6rtlich : 'ein Erfassen durch die 

Rede'), eine Sonderform, eine Benennung(d. h. ein fr praktische Zwecke 
kdnstlich geschaffener, sekundarer Begriff ) 

舎 本 件 (1967) ニー ダ * ィ アウ ョ スタ テー 1 
変 夫 と は 言語 に よる 把握 で ある 1 諸 革 上 の 区 別 が ある の み 」 の 意 。)。 土 と 
いう 名 称 こそ 真実 な の で ある 。(p.212 : 変 典 と は 言語 の 把握 で あり , 三 つ の 
色 と い う 名 称 こ そ 真 実 な の で ある 。) 

HAMM (1968) WZKSO 12/13 = Fs. Frauwallner 150, 152 
Die Umgestaltung (…) ist ein (sekundares ) "Be-greifen'” mit der Sprache, 
elne Namensgebung 

服部 正明 (1969) バラ モン 教典 112.114 (一 古代 イン ド の 神秘 思想 
1979, 130, 133) 
釧 杯 は こと ば に よる 捕捉 で あり , 変容 で ある 。 

HANEFELD (1973/1976 ) Philosophische Haupttexte der alteren Upanisaden 117 
3CNU 1 6 「 
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リ SS 電 っ 6 仁 と 5 
の 0 いな 、 ウン ナ ゥ す ど 、 2 ( の 2 ブ 還 グ 和 ク 2 沈 の ュ イ 多 / の ノ の の を | 
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ド 区 相 ね 


9 
we 間 に Ne 


Redegebrauch ist die Umwandlung […], eine Namensgebung 
2 HANEFELD do. 121 : ChU VI 4.1 一 4 
[der Name Feuer 人 etc.」 Redegebrauch, Umwandlung Namengebung 
2C 松 滞 誠 達 (1980) ウパ ニシ ャ ッ ド の 哲人 193 
(| 泥 の か た まり 」 と いう の は ) こと ば に よる 表示 で あり , 変形 で あり , 名 
称 で ある 。 
4.B' MEHLic (1987 ) Weisheit des alten Indien 1296, 298 


so ist die Umwandlung ein MR Name der auf der Sprache beruht 


[4.B 宇井 伯 寿 ( (1922) ウパ ニシ ャ ッ ド 金 第 3 交 p.146 /7 そ の) 
変異 は 語 の 擦る る の に し て , な り 、 ceo Se 
2 條 保 幽 導 2 ーッ ド ァ ラク が 、 
と 紛 2 傾 勿 他 な 表 秦 克 妥 人 のち 


(1) Cf. KurpgR, II 1 (1957) p.155 “Tn spite of the fundamental importance of this passage, on 
which even materialistic doctorines have founded their claim to be orthodox and in agTeement 
with the Syneither the syntactical relation between ygcg7g の dg and the following two 
words, nor itS formation, nor even the exact meaning of -@72 が zo- alone is clear. Keith's 本 
mark that the sence of gc@7g が gg (of dubious formation ) is uncertain'is as true to-day as it 
was in 1925.” 

(2) その 中 心 と な る の は |「 そ れ を も っ て すれ ば (未だ ) 聞か れ て いな いも の (/ こ と ) が ( 既 
に ) 聞か れ た も の に , 考え られ て いな いも の が 考え られ た も の に , 認識 され て いな いも の が 
認識 され た も の に な る adzsg-] で ある 。 gdcsge- に つい て は 次 の 二 論 考 が ほぼ 時 を 同じ くし て 現 
れ た : 井 狩 敵 介 , 印 仏 研 17-2(1969) p.684-689(: 『 等 置 を 表現 する 定 句 : 等 置 式 : 等 條 結 
合 : 等 償 。 同値 ), TmrEwg。Mel. Renou (1968) p.715-723 = KI. Schr. I p.259-267 ( : 

8 。 Substitut, Substitution", cf. Upanischaden, Ausgewahlte Stucke, 1966, p.44 : “Ersetzung [= 
Substitutionsmethode]「), さら に WgzLgR, KZ86 (1972) p.7ff.(: 「 代 置 物 ] の 意味 の 44es- 
は , THiEME, 井 狩 の 指摘 する SB Up. Panini と その 注釈 文献 に の み 見 られ , 他 の Kalpasatra に 
は 見 出 だ さ れ な い ), 服部 正明 , 世界 の 名 着 1, バラ モン 教典 ・ 原 始 仏典 , 1969,p.113 注 2 
(: 神秘 的 同一 化 の 原理 』), 松 潮 誠 達 , 人 類 の 知 的 遺産 2. ウパ ニシ ャ ッ ド の 哲人 , 1980, 
p.190 (: 『 置 換え の 原理 』) 参照 。HAwM, WZKSO 12/13 ニ Fs. Frauwallner, 1968/1969, p.150 
は 伝統 的 解釈 に 近く , Anweisung (指示 ・ 指 図 : 使用 の 手引 ) を 訳語 と し て 選び , 脚注 5 に 
6@9esg auch . Lehre, Vorschrift. Meine Wortwahl versucht, das Magisch-Praktische des Wissens, 
zu dem eine Unterweisung fthrt, auszudrucken (gdesg- は 教 説 , 規定 [命令 ・ 指 図 ] を も 意味 
する 。 私 の 〔【 訳 ] 語 の 選択 は [ウパ ニシ ャ ッ ド に お ける ] 教え が 行 着く と ころ の 知 の 魔術 一 
実用 性 を 表現 し よう と し た も の ) と 述べ , Trpw の 訳 例 を 異説 と し て 挙げ る 。 

TnrEMg, 井 狩 の 指摘 通り , 4ese- は Panini の 術 請 で は っ きり と 「 代 置物 ] 乃至 |「 代 置 」 を 
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意味 し , 同じ 訳語 に よっ て Upanisad (及び Satapatha-Brahmana) の か な り の 用 例 が 解釈 可能 
で ある 。 従っ て , THgwE の 見 解 (KI. Schr. 267) の 様 に , adesge- が 「… の 場所 に 位置 する も 
の | = テ 「| 代 置物 ] の 意味 で 2zsz 填 8 |… の 場所 に | か ら 作 られ た 前 置 詞 支 配 複合 語 
(prapositionales Rektionskompositum) で ある 可能 性 は 考え られ る : この 種 の 複合 語 , 例え ば 


ー す が 6 @7g が が - | 道 の 上 に 存する 」」 に つい て は Altindische Grammatik II -1 p.312f. 参照 。 し 


っ 字 7 84 を 36 
が 
(98 9 和 し P/4 0 


vw 


の 0 が 了 の 全う 


か し , gdese- が 他 の 場所 で , 動詞 4.2z$ の 派生 語 と し て | 指示 ・ 教 令 ] を も 意味 する こと は 合 


定 で き な い し (例え ば TaittUp 11 参照 ), RI ン シ ャ ッ ド の 用 例 に 即 し 
て 区 別 す る こと は 事実 上 で き な い 。 ま た , 「… の か わり に 」 と いう 場合 に は , 本 来 | 地方 , 方 
面 | を 意味 し た で あろ う gesg- より も s 太 go-。 7o- の 方 が 相応 し い の で は (WEzrLgs, KZ 86 
p.12ff. の 引用 例 を 参照 ) と いう 疑問 も ある 。THrEMg は 最終 的 に は 断定 を 避け , 'etwas hin. 
weisen , d. h. an einen Platz weisen …・'an einen Platz weisen, der bis dahin von etwas anderes 
eingenommen wurde (「[[ あ る も の を そこ へ 向け て 指示 ・ 指 定 す る | 即ち | ある 場所 へ 指 
示 ・ 指 定 す る 」 …「 そ れ ま で 別 の も の が 占め て いた 場所 に 指示 ・ 指 定 す る 」) と いう 意味 展開 

可能 性 を も 挙げ て いる 

Noe の et 
(5 6 が 2- 等 の 根源 的 な も の) を B (現象 界 中 の 事物 ) で ある と 述語 に よ っ て 措 定 
断言 する , と いう 文脈 で 用 いら れる 例 が 鍵 と な る よう ( に 思わ れる ( 井 狩 , 066360E60 ー687 参 
” 照 )。 更 に ヵ %x6dzsef 「 名 を 明示 すべ し 」 SB V 2,4,20, %adesg-「 名 を 挙げ る こと 」 SrSa. 
(cf.Pan 四 4 ,.58), (cf. ze gyo0) も 参考 と な ろう : これ ら の 用 例 に つい て は WgzrLgR, KZ 
86 p.8 一 11 参 照 。 ぁ - 7$ の 用 例 を 詳し く 検 討 し た Eva TIicHy は 『 第 四 の (|「 何 か を 指 し 示す 」 
か ら | 同一 化 : 代 置 , 代 置 物 : 代 置 す る ] へ の ) 意味 展開 は , IX は 即ち Y で ある | と いう 形 
に お ける 表現 と の , 訴 な 机 が りか ら 来 た も の で あろ う う , も し 名 詞 42esg- に その 説明 が 求 


め ら れる べき で な いと し た な ら ば : THrEME … を 参照 せよ 』 と 述べ る (Manchener Studien zur 


Sprachwissenschaft 38, 1979, p.171 一 228 : Semantische Studien zu idg.1 . 2 "Zetgen und 4 


/ "ge? ん “werfen ”: 引 用 は p.189 か ら )。 結論 と し て , Panini の gdese- | 代 置 」] も こ の 様 な 。. 


2% の |[[A を B で ある と ] 指し ボ す 」 か ら の 意味 展開 の 延長 に ある と 考え る の が 妥当 と 思わ 
2 の 5 
問題 は Uddalaka Aruni の gdesg- が 単なる 「 指 示 ・ 教 令 ] の 意味 に 止ま る の か , より 特殊 
な 意味 の 込め られ た | 措 定 , (… で ある と いう 形 で の ) 指定 , 断言 ] か , それ と も 既に Panini 
9 ます 代 置 物 ] の 意味 が 意識 さき れ て いる の か , と 言う こ 
に ある よう に 思わ れる 。 も し | 代 置 , 代 置物 ] まで 行っ て いれ ば 機知 に 富ん だ 掛 言葉 の 可 
に も あろ う 。 江角 loc.cit. 685ff. は VAN BuITENEN の 指摘 か ら 出 発し て Upanisad に お ける 
desg- の 用 例 を 調査 し て いる が , その 検討 が 示す の は , この 語 本 に と っ て 流 
行 の 概念 と で も いう べき 重要 な 術語 で あり , 主として 「( 主 に 至高 存在 を ) … で ある と 指定 
指定 ・ 断 定 す る こと 」 (な いし 具体 的 に その 内 容 : 〔 例 え ! の Ai 何で ある か と いう 断 
言 ) を 意味 した, と いう こと で ある 。 と すれ ば , Uddalaka Aruni の 用 いる gdesg- の 意味 も こ 
の 領域 に 求め られ よう 。 彼 に 於 いて も gdesz- の 字句 的 意味 は , それ が 至高 存在 に つい て 用 い 
られ て いな いと は 言え , 依然 , 動詞 ぇ - gz から 派 生 す る |「… で ある と 措 定 ・ 指 定 ・ 断 定 す る 
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こと 」, | 措 定 ・ 措 定 表現 , 措 辞 , 述語 表示 , 断言 ] で あっ た と 思わ れ , 内 容 の 斬新 性 は むし 
ろ 彼 の 物質 主義 的 哲学 の 内 容 と 抽象 的 思考 方 法 に 起因 する も の と 考え る べき で あろ う 。 

(3) Cf. 服部, バラ モン 教典 p.113 注 3 :『 ウ ッ ダ ー ラ カ が 語 ろ うと する 神秘 的 同一 化 の 原理 
は , 第 四 節 の 「 真 に ある も の は 三種 の 色 に ほか な ら な い | と いう こと で あっ て , 本 館 で は そ 
れ を 説き 明か す た め の 随 例 を あげ て いる と 解 さ れる 』。 そ の 際 , 土 が 白 ( : 水 ), 銅 が 赤 (: 
熱 ), 鉄 が 軒 (: 食物 ) の 三 要 素 を 代表 する こと は LIMAyk / VpDEkAR, Eighteen Principal 
Upanisads (1958) p.136, HAMM, WZKSO 12/13 p.150 注 9 の 指摘 する 通 0 

(4) ya は 最終 的 に は VI 1. 6 の evg syg sg gde30 gogf | その よう に , 我 が 子 よ , その まい 
@e$9- は 成る (機能 する / 用 いら れる , また は : あ る [ ?])」 較 和 5 泊 (HAMM, loc. cit. し 92 
150 注 7)。 “ - 

(5) VAN BurTENEN は 同 論文 (p.302 及 び 注 32f.) に お いて 刀 - 婦 「 変 容 ・ 変 質 さ せる , 多様 に する , 

分 ける etc.|] を yy@ 1 引 離 す , 様々 に 派生 ・ 展 開 ・ 形 成す る (他動詞 )」 と 同義 に 解 し て 独 
目 な 解釈 creation", RuggN の 訳 を も 参照 ) の 基礎 と し て いる が , 根拠 を 欠く 。 の - 太 の 
| (ある も の か ら ) 様々 に (も の を ) 作り な す , 展開 する , 派生 させ る | の 用 例 は すぐ 後 の 
ChU VI3 2 に 見 られ る : 4 が 270 2065 7757 の eog 婦 246 の 7706720 が 470077 の 7 の 0186 7007007276 
?y22792 の 291 | よし, 私 は これ ら 三 神格 に , この (= 私 の ) 生き た 命 を も っ て 順次 入り 込み 
名 称 と 形態 と を 形成 展開 する と し よう 」。 動詞 の むと yg7ga- | 文法 | に つい て は ⑳ 解き 


THrEMg, StII 8/9 (1982/1983) p.23ff. 参照 。 っ の 42ey4 ん oz/ 7 74997 6 EN 
(6) 語根 dg | 置く , 据え る 」 の 用 例 に 多く 現れ る 'bestimmen'「 定 め る , 決定 ・ 指 定 する 」 7 の 
の 意味 を 参照 。/ 更 に ヒッ タイ ト , トカ ラ , ギリ シャ , 古 ラ テン 語 に 見 られ る イン ド ・ イ ラン / z 必 ee 
語 の ze 2 の 対応 形 に 関し て KurPgR, Kratylos 32 (1987 ) p.66 を も 参照 の こと 。 レイ 
(7) OERTpr が vc が 0 を Es ist (dies) ein Erfassen (des Gegenstandes nicht seiner の 4 | 


77% 
Essenz nach, sondern nur) durch ein Wort (eine Benennung), d. h. 'es etikettiert den Gegen- の の 


stand nur, ohne sein wahres Wesen zu erkennen (「〔 こ れ は 対象 を , その 本 体 に よっ て で は な 

く , た だ ]〕 言葉 に よっ て 掴ま える こと [名 付け る こと 〕 で ある 」 つま り , 「 本 当 の 実体 を 認 

識 す る こと な く , 対象 に レッ テル を 貼る に すぎ な い ]」) と 訳し て いる の は , スィ ンタ クス の 上 

- Me 詞 と 考え て いる こと に な る が , 彼 は 単に OLpENBERc の 訳 ( 三 語 を 全て 述語 名 詞 と 
る ) を 材料 と し て , その っ y。gceyzz07ggz の 部 分 の み を 訂正 し よう と し た に 過ぎ な い 。 

Mn KUiPER は The circumstance that ?2c7g720g6- has probably been created as a technical 
form of the philosophical speculation would seem irrelevant in this respect, as most de8gs, such 
aS 72 の の 0207, 097 が の の 07 の 246, 22267 are normal idiomatic phrases. We have no reason to 
suspect that the case of ogc7g7092- may have been different (IT 2 p.307) と いう が , この よ 
2 に ま ら で Philosophen-Kompositum の 可能 性 が 人 否定 さ れる ん 6 
り 9cG79 が 026- は KUIPER が VAN BUITENEN の 仮説 に 従っ て 考え る よう な “42esg- の 一 部 を 構 
成す る 語 で は な く , 説明 中 の 用 語 で ある 。 一 “Philosophen-Kompositum” と いう 観点 か ら 見 る 
と , 例え YNS が 7 の.-sg が 029- (pali が 2 が cco-sg が 0 の 6 の og-) | に 依っ て の 
生起 ] 『 縁 起 』 に 人 0828S だ いた 表現 (Paraphrase: 日 常 語 か ら の 影響 ? ) と いう 性 
格 と 並ん で , 5 語 と いう 特殊 な 条件 が ある よう に 思わ れる 。 

と た 
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4 (9) 複合 語 の 前 股 に 例外 的 に 見 られ る こと の ある Stammerweiterung (AiG HL-1 pi 61f. ン 例 
' う えば 7 の - (Vok.) “Kraftnahrung essend" (7- 十 9⑦-, cf. AiG 時 -1, Nachtrage p. 21 ad 63。 /4 ) 
を も 参照 せよ 。 


(10) お そら く < く 7476//a0 の 語根 構造 の 上 か ら sq72 の 57226- Ablaut (5) が 人 避け られ , 例え 
ば VAdj. yg が 4- < 7g0 か 朗 - に 見 られ る 様 に 語根 に 。- が 保持 され た こと か ら , こ 4 


Schwundstufe oz に gz. gw の Schwundstufe と し て の の 6 泊 ) を 連想 する アナ ロ ギ ー に より 
(cf. gd 【・ 0gd976-。 s 太 0 1 1 so0246-)。 一 次 的 な Vollstufe 奴 久 0/7a07 が 作ら れ た を の と 
誠 えら れる 。 


(11) KurpgR の 主張 する 語根 wp | より か か る 」 (HI 1. 1957, p.156ff: 彼 は 語源 的 に ww 「 し ず 
まる , 意 う ] が - 太 に より 拡大 され た も の と 説明 する : 更 に cf. Nasalprasentia, 1937, p.148f., 
MAYRHorER, KurzgefaBtes etymol. Wb. 四 p42) の 設定 の 当否 は , が 40 の -。 72-972700G76- 
の 他 に は , 要する に , 名 詞 7 が 6- | 枕 ] (GELDNER) ま た は | 支え ] (GRAssMANN) RV Ml 45, 
20, 7w05- | 杖 を つく 人 | (?) RV HI15,.9。 そし て 次 の RV 1 168, 3 の 動詞 形 奴 ze 
(Lokativ 支配 に 注意 ) お よび 名 詞 刀 %77- の 解釈 に 懸 か っ て いる : 

67S の 7 24S6S72 707007772770 7 の 70076 
4S7eS4 2 の 23 c0 妨 $ CO 67 076 
“auf ihre Schultern lehnt sich (die Lanze) wie (eine Frau), die sich anlehnt. In ihren 
Handen sind Spange und Schwert ( ? ) vereinigt”(GELpNER) : 『 彼 等 (Marut た ち ) 
の 肩 に は [ 槍 が 〕」 も た れ か か っ て いる , も た れ か か る 【 女 ] の よう に 。 彼 等 の 手 に は 
腕輪 と 剣 (? ) と が 一 つ に な っ て いる 』。 「 
この 箇所 は 主語 が 述べ られ て お ら ず , 解釈 に は 論議 の 余地 が ある 。 例え ば Rodasi 
(Marut た ちの 共通 の 愛人 ) が 「( 年 を と っ て ) 枕 を つく 女 の よ うに (も た れ か か る 女 【?] 
の よう に ), 彼 等 の 肩 の と ころ で 【[ 彼 等 の 衣服 を ] ( 価 度 も 何 度 も ) つか まえ る (つか まる 。, 
_ し が みつ く )| と も 解釈 で きる 。 ま た , zz に 以下 に 見 る よう な 「 つ か まる , し が みつ く 」 の 
/ _ 意味 を 考え れ ば , 「 槍 (sd 。 femininum) が 彼ら の 肩 の と ころ で [Marut の ひと り ひ と り を / 
に 〕」 つか まえ て いる / つ か まっ て いる 」 ( 枯 を つく 女 は 枕 に つか まり , 槍 は 逆 に Marut た ち に 
つか まる ) と いう 擬人 的 表現 と 解釈 で きる 。 や は り 主 語 に 〔 槍 が 〕 を 補う RENou は gog 
を 『[ 木 に | まつ わり つく [ 夢 植 物 ] の よう に 』 と 解釈 し て いる (Etudes vediques et panin6- 
ennes X,。 1962,p. 4 語根 か ら 出 発する 場合 , 奴 奴 eg に は 5g5gde | 押し 退け る | (た 
だ し この 場合 の 語根 は 長 母 音 を も つ 5gg%) の よう に , Intensiv Indikativ 3. Sg. Med. (cf. NAs. 
TEN, Sprache 2 1981,p.3 注 11), Intensiv Perfekt 3.Sg. Med. (cf. 5g20gd が 2 ・ GOTO, Die 1 
Prasensklasse im Vedischen, 1987, p.216 注 448)., あ る い は 単なる Perfekt Indikativ 3. Sg. 
Med. (cf. MAcDoNgrr, Vedic Grammar p.352, p.359) の 可能 性 が あり , 勿論 , 全て に 玉 っ て 1.Sg. 
Med. と も 説明 で きる 。 (ad7- は HoFFMANN, Der Injunktiv im Veda, 1967, p.210 注 176 に よれ 
よ , 獣 の 歯 , 牙 を 数 珠 繋 ぎ き にし た も の 。) 
名 調 久 %066- の 唯一 の 出典 箇所 軍 45.20 に も 動詞 怒 奴 6 が 並ん で 用 いら れ て いる 
6 7 7 が 0 26 76 の 27 の 


70700706 SG0GSGS の 67 
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(7 が 2277//7 り /7727772// 往 27747 記 7777//774/24077/// 53 


“Wir halten uns an dich wie Greise an den Stab, o Herr der Kraft "(GELDNER): 『 我 々 
は 流 に 身 を ささ え (て い ) る , 年 寄り 達 が 杖 に , の 如く , お お 力 の 主 よ 』。 
KUIPER は 7g7g06 の Akkusativ 支配 に 注目 し て , 彼 の 設定 する pp 「 よ りか か る | が 早く 
か ら 7?7g, | つか まえ る 」 と 混同 され た 例 と 推測 し て いる (II 1 p.157 )。7gygp6 は xp の 
Perfekt 1. Pl. と 判断 され る が (我々 は 液 を つか まえ て いる = テ に つか まっ て いる ), Aktiv は 孤 
立 例 で ある (場合 に よっ て は Goro, op. cit. p.67f. の 例 に 参照 )。 
ゅ -7g | つか まえ る 」 < は, 他 に も 「 つ か まる , し が みつ く 」 ( 格 支 配 は いずれ も その ま 
ま , つま り Akk. 支配) と いう 用 例 が 十分 明 膝 に 存在 する : RV 邊 53.2 | 
が 7 26 が 767 s6cg が 0 7605e 
「 子 が 父 の [着物 の 福 を つか む ] よう に , 私 は 液 (ニー イン ドラ ) の 着物 の 裾 を つか 
む 」, 
さら に , X 133.6 ( 下 に 引用 ), 157, 4, 134, 2, 1182, 7 (但し すぐ 下 の 引 用 を 見 よ )。 
本 拠り 所 ] を 意味 する 4205gzg- も | つか ま ( え ) る 所 | か ら 導 き 得 る 。 例 えば RV 1 
116, 5(Asvin の Bhujyu 救出 ) で は |「 つ か まえ る 所 の な い 」 と し か 訳し 得 な い 。-g7e0226- に 並 
置 され て いる 
_ 7707400746 2 go7797e 訪 が 
GS の 746 の 979 の 076 SO7424076 
「 その 際 , 液 ら は 勇者 ぶり を 示し た , 拠り 所 の 無い , 
立つ 瀬 の 無い , 捕まえ る 所 の 無い 海 の 中 で 」。 
1182., 6 で は , 同様 に Asvin に 救出 され る Tugra の 息子 が 
の 77724Z872// 奄 所 り 度 7277477 4 
227777772/74 り /747/72 半 77/77: 記 7/727/7777//777// 
| 水 の 中 に 突き 落と され た , 
拠り 所 の 無い 暗 聞 に 突き 入れ られ た Tugra の 子 を 」 
と 言わ れ , 直接 これ に 続く 1182. 7 で は 
2 放 S00 の 7S0 6377270 外 6 の ye 72030 
9072 724977 YO 697272 の 2776sS の 707/ 
/G7706 7 が 7g6Sy2 が 272707 7 の 9770702 
4 0 の 妨 お 27 $7 の 2 誰 y6 2// 
| いっ た い 潮 の 具 中 に , 立っ て いた の MOE 
Tugra の 子 が 負 地 に 陥 っ て , これ に し が みつ いた の ' 
空 飛ぶ 獣 の 羽 商 (また は 羽毛 ) 『 4 提 ま ま よう. で 2 か の よ つ ル 『 ぁ タ 
両 ア シュ ヴィ ン よ , 液 ら は , まさ に 名 声 に 至る べく , 【 彼 を ] 1 き 上 げた 」 
と ある 。 つ まり , Tugra の 子 は [拠り所 の な い ] 海 の 中 で , や っ と の こと 木 に | 抱き つい た , っ か ん 2oy 
つか まっ た 」 (jey-《esogg7) の で ある 。g-e0 と が a 欠 so の 文脈 的 な 繋 が り は 次 の 二 つ の 4 
Pada の 比較 か ら も 知ら れる : X 133, 6 sg 認 zfp2w 6 7o022 が oe | 我々 は 【 液 デイ ンド ラ と の ] 
仲間 関係 を つか まえ る (= に し が みつ く , を 頼み と する )」 一 jibid.2 44 の の 77 Sd77206 
| 我々 は そう いう 准 ( 三 人 


er OWN 
ウ ア の ア / の 4 を と / アア ん の ー グッ ん レン アン ん 才 どー ソン グー が の が の 


も ノム が の グー 有用 
アル み の み し レク ( > / AA 人 / 基 レ と の KO アン の 
2 
器 円 sas W 
2 の 6 て ) 
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[Prgzzs 1182. 7c< に つい て : GgLpNER に よれ ば , Pada c は um sich daran festzuhalten 
wie an dem Gefieder eines fliiegenden Vogels (あたかも 飛ぶ 鳥 の 羽毛 に , の 如く , つか 
まる 為 に [し が みつ こう と し て ]〕) (つま り , 必死 の 努力 で ) の 意味 で , Pada ab に 連 
な り , BAUNAck の 指摘 する よう に , 7gw4 に は 羽毛 と 木 (Pada a) の 葉 の 両 義 が 懸け 
られ て いる と いう 。 比例 的 に 見 て ab と cd 人 c を | あ た か 
も 鳥 ( 空 飛ぶ 獣 ) の 羽 を 掴ま える 為 の よう に , つか まえ よう と する よう に 」 つま り , 

れ ほ ど 軽 々 , 易 々 と 救い 出し た , の 調 と も 考え られ る 。] 


要する に , KuipER の 指摘 する 76 | より か か る | は 独立 の 語根 と し て は 計 RE 
な く , 如 「 つ か まえ る ] の 意味 展開 の 中 で 説明 され 得る , と いう 可能 性 は 否定 で き な 
722%076- | 杖 / 支 え | が 5 か ら の 派生 語 で ある と すれ ば , 二 次 的 な 劉 - は sw06- 
s&z0 |( 例 えば 支柱 が ) 突っ 張っ て 支え る 」], saw | 力む , 押し や る , 突っ 張る , 支え 
る | へ の アナ ロ ギ ー か ら 生 じ た と 考え られ る 。 意味 の 上 か ら は , nomen actionis | つか ま 
( え ) る こと / と ころ 」 > 「( 人 が それ を / に ) つか ま ( え ) る も の | > 「 枕 / 支 を] と 説明 可能 
で ある し , アク セン ト は 直接 sgwpn4- か , ある い は 他 の nomen agentis に 條 っ た , と 仮定 で 
きよ う 。 (KurpgR の 「『 よ りか か る 』 to lean on か ら 出 発し て も , 同様 な 意味 展開 を 考え な いと 
| 杖 / 支 を] は 導き 出せ な い 。 何 逆 な ら , 「 杖 ] は | つか まえ ] られ る | も の で ある と 同様 , 
「 よ りか か られ る | も の で ある か ら 。 あるいは , あく まで KurpgR の 意 を 流 む な ら , 彼 の 
79007 の 本 米 の 意味 を | 支え る | と 修正 すべ きか : nomen agentis | 支え る も の | ?。 ) 7 
46- の -- も 同様 に 説明 で きる し (cf. sA20g9- | 支え , 文 柱 ]),。 ある い は Rgveda の 段階 
で 既に , 注 ず に 述べ た 様 な 過程 が 全体 と し て (場合 に よっ て は 上 述 の よう に し て 先 に 生じ て 
いた 0 が 6- | 杖 / 支 え | の 支援 を 得 て ) 起こ っ て いた , と 考え る こと に も 何ら 障害 は な い 。 
語根 zz, 2 の 発展 史 に つい て RCGKAR 二 PP 
提出 し た 修士 論文 に 遡る ろ ) を も 参照 の こと 。( 現 論考 は 同 論文 を 補う 意味 の も の で ある 。) 


ー そ の 他 の 言及 箇所 ・ 語 棄 抜 粋 一 


ChU VI 1.4-6:4,1-4 


KV 


VI 3 2 
VI 8 4 

All 2.4,1 

| 116,5ab 

1 168,.3cd 

1 182.6ab: 7 


イ 


0 RV II 53.2c 注 人 7 77 
注 5 VIII 45,20ab 注 1 7 
の X 125,8ab 2 
2 X 133,2e: 6D 注 7 7 
け 70 | 

ま 7077 | pratTtya-samutpada- 注 8 
注 70 グ vacastena- (RV X 87,15) 3.3. 
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